
情報教育調査研究委員会 
一 研究テーマ 

児童・生徒，先生方にとって有意義な小県上田教育会のホームページの活用方法の研究 

～魅力的なホームページを目指して～ 

 

二 テーマ設定の理由 

 上田小県教育会では、これまで文書や冊子で行われてきた活動のまとめがデジタル化され，本委員

会で管理するホームページ上で閲覧できる仕組みが整えられてきた。それに伴い，教育会のホームペ

ージの役割が，これまで以上に重要なものになってきている。昨年度までの反省から，本委員会の在

り方を巡る議論も交わされてきたが，本年度もホームページの管理を柱として委員会運営を進めてい

くことが本委員会の大切な使命であると考えた。 

現在小県上田教育会のホームページは，大塚商会のレンタルサーバー「アルファメールダイレクト」

で契約し，Web ページを「Word Press」で作成することで，インターネットを通じてページの更新が

できるようになっている。各校の教職員ＰＣからでも投稿やメンテナンスが可能なため，全てのメン

バーが同じように更新作業を行っていくことができる。その利便性を活かして，他の委員会と連動し

た取り組みや，タイムリーな情報の更新が可能になっている。特に昨年度からは，上小ライブラリー

委員会とのタイアップにより，ライブラリー教材の検索や，教材の紹介を見ることがホームページ上

でできるようになった。 

このように，更新やメンテナンスが便利になっている一方で，本ホームページの存在は，会員に十

分熟知されていない状況もある。そこで，委員会のメンバーになった先生方を中心に，ホームページ

の広報活動にも力を入れていきたい。特に本年度は研究発表の年にあたっており、多くの先生方にホ

ームページについて紹介する機会をいただいた。この機会を有効に活用したい。 

そして，ホームページの内容については，より児童・生徒，先生方の役に立ち，日頃の教育活動

に活かせるようなものにしてきたいと願い，本テーマを設定した。 

 

三 研究の経過 

 

  ５月 ７日（火）総委員会 本年度の研究計画立案 

  ５月２３日（木）ホームページの概要・更新方法についての伝達講習（丸子中パソコン室にて） 

  ７月１１日（木）ホームページや委員会のあり方に関する意見交換①（丸子中パソコン室にて） 

１０月１７日（木）ホームページや委員会のあり方に関する意見交換①（丸子中パソコン室にて） 

 １１月２８日（木）総委員会 本年度のまとめ 

  １月２１日（火）研究発表会（第二中学校パソコン教室にて） 

 

四 研究内容 

 １ ホームページの概要・更新方法についての伝達講習 

  丸子中学校パソコン室をお借りして，学習指導研究委員会・調査研究等委員のデータを更新する

ための方法について学び合った。本年度も、各委員会から年間計画をデータで提出していただくこ

とができ，委員による文章の打ち込み作業を行わずに済んだため，ホームページの概要や更新方法

の伝達の時間を十分に確保することができた。作業を通じて，委員の先生方に更新作業の流れを理

解していただき，活用方法の検討に生かすことができた。 



 

２ ホームページ掲載内容の検討 

 研究テーマにある「児童・生徒、先生方にとって有意義なホームページ」を実現するためのアイ

デアを出し合った。その中で、近年各校で課題となっているメディアとの向き合い方が話題に上が

り，情報モラルに関する情報提供を本委員会で行うのが良いのはないかというアイデアが生まれて

きた。現在各校で取り組んでいる情報モラル学習に使った教材や，講演会の講師の紹介などをホー

ムページで公開できれば、より多くの学校で役立てていただけるものになると考え，今後の新たな

取り組みとしてチャレンジしていきたい。 

 

 

五 研究のまとめと課題 

 １ 更新作業の伝達を行うことで，ホームページの運用について各委員がイメージを持って検討す

ることができた。会場として丸子中学校をお借りすることができ，ありがたかった。 

 ２ 教育会関連の NEWS 等，できるだけタイムリーな更新を心がけたい。そのためにも，年度の

早い時期に更新方法等を委員で共有し，役割分担をして更新作業を進められると良い。 

 ３ 今後も，より多くの会員に知ってもらい，活用してもらえるようなホームページにしていくた

めに，会員の意見を大切にし，会員間で共有できるような財産を蓄積したい。 

 ４ 本委員会は，小県上田教育会ホームページの管理・運営上，ぜひ必要な委員会である。 

 ５ ここ数年間の研究により，ホームページの活用方法については一定の形ができてきている。今

後は，委員会として情報教育に関するスキルやモラル指導についての研究の深めていくことも大

切に考えたい。 

 ６ 情報の取り扱いについては，個人情報保護の観点を大切に考え，本年度作成した流れを大切に

して運用にあたっていきたい。 

 ７ 本委員会の運営にあたっては、尐数による運営が可能であることから、本年度は、これまでの

８名から６名に削減してのスタートとなったが、特に問題はなかった。 

 

小県上田教育会 Web ページログイン画面 URL 

http://www.joshokyo.jp 

 

六 委員名簿 

 推進係：山口 千春（丸子中）  

委員長：西村 良幸（依田窪南部中）  

委 員：都築 健司（塩田西小） 太田 幸宏（丸子中）  清水 麻耶（青木小）  

竹内 克彦（神科小） 
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資料 

 

上小教育会ホームページ掲載までの流れ 
（平成２９年度情報教育調査研究委員会作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導・調査研究等各委員会 

学習指導委員会 調査研究等委員会 
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ホームページ掲載 

情報教育調査研究委員会 

管理者（教育会館事務局）※決済 

上小教育会長※決済 

各委員会推進係 ※決済 

 

 

【申し合わせ事項（共通理解したいこと）】 

（１）各委員会の掲載物については，基本的に各委員会で推進係の決済を受け，提出する。 

（２）各委員会の推進係は，上小教育会長・管理者の決済を受ける必要があるかどうかを判断し，

必要があると判断した場合は，さらに２人の決済を受け，提出する。 

（３）個人情報保護の観点から，個人情報の取り扱いには特に注意する。個人が特定される可能

性のある情報や，個人・団体等に不利益に働くおそれのある情報は，基本的に掲載しない。 

（学習指導案等において，学校名・学級・対象児童および生徒をどのように掲載するかの判

断は，各委員会に委ねます。個人情報保護の観点から，慎重に検討し，決済を行ってくだ

さい。） 

（４）毎年必ずホームページに掲載される内容 

   ①年間活動予定（役員構成・研究テーマ・委員会の年間計画等） 

   ②「歩み」および「学習指導研究綴」（各委員会の１年間のまとめ） 

    ※上記以外に掲載したい情報の依頼は，情報教育委員会（委員長：依田窪南部中 西村）

までお知らせください。その際は，掲載原稿の決済を必ず受けてください。） 

 


